
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十島村立口之島学園 学校だより 

６ 

「時代の変化が身にしみます」 

                                                                   校 長 肥後 広行 

昨年の学校だより６月号は，「４日の夜八時。愛犬の散歩に外に出ると，ふわりと光 

るものが。その光は，あっちにもこっちにも。校長住宅の周りを飛び交っています。 

よ～く見るとホタル」で始まっています。 

 ところが，今年は６月半ばを過ぎて，ホタルはまだ目にしていません。年によって， 

こんなにも違うものなのでしょうか。そう言えば，タケノコも今年は不作だったようです。 

 さて，６月１０日（火）３年に１度の学校訪問（右写真）では，９年生が新保浩一教諭の指導で，社会科

の研究授業を行いました。『情報化の進展で，私たちの生活や社会，情報への関わり方はどのように変化し

ているだろうか』を学習のめあてに，日本の情報機器普及率の推移グラフ（テレビやラジオなどが家庭へ広

まった台数の変化）から分かることを読み取ったり，電話機の変化の写真を参考に，１０年後の電話機の使

い方や機能を予想したり，便利になったことや課題を考えたりする学習を通して，『生活や社会は便利にな

ったことが増えたが，情報をより良く活用する力，正しく利用する態度が必要である』ことを学ぶことがで

きました。 

 私が小さなころの口之島での最先端機器と言えば「ラジオ」でした。学校から帰ると母親がラジオで「Ｍ

ＢＣラジオの城山すずめ」を聞きながら，はたを織っていたことを懐かしく思い出します。 

 電話は，第２寮の横の，もりよしじぃ（おみせばぁ）の家にあり，電話がかかってくると，相手の家に知

らせによく走って行ったものでした。懐かしい幼いころの思い出です。 

  今の子ども達は，生まれた時から世界とつながる，「スマートホン」を手にしています。 

 私たち大人は，あらゆる情報機器の「光」と「影」を心配します。しかし，スマホが当たり前の子ども達

にとって，スマホは輝かしい光でもなければ，特に恐ろしい影でもないような気がします。おそらく，あら

ゆる情報機器は子ども達にとって都会と同じようなものかもしれません。都会にはいろいろなものがありま

すが，慣れてしまえば都市での生活が日常そのものとなり，便利さや人の多さは意識されなくなります。も

ちろん都市には危ない場所もあるし，そうした場所への誘惑もありますが，都市生活者はそうしたものに近

づかないことが当然であり，「都市の光と影」などと考えることはまずないような気がします。 

 このように，島に 1台しか電話がなかった時代を過ごした私と子ども達との間の情報機器に対する認識に

は，大きな隔たりがあることが見えてきます。さて，口之島学園の子どもたちが私と同じ年齢になった頃， 

「スマホ」という「ダサいものがあったな」と口にするのでしょうか。 

 それでも，ホタルは口之島の夜空を飛んでいて欲しいな。 

 

令和７年度本校職員の不祥事撲滅スローガン 

「自分の弱点を知り，口之島から服務規律遵守でよりよい生活」  

 

水難事故防止運動強調期間（実施期間7/21～8/31） 

泳ぎに行くときは 

・保護者と一緒に行く。 

  「こどもだけで行かない，行かせない！」 

・体調を整える。 

・テレビなどの気象情報を確認する。 

・同伴の大人は，連絡ができる携帯電話等を持ってい

く。 

泳ぐときは 

・決められた場所で泳ぐ。一人で泳がない。 

・必ず準備運動，整理運動をする。 

・流れの速い場所や遊泳禁止区域では泳がない 

ようにしましょう。 

・同伴した大人は，児童生徒が泳いでいる間は目を離さ

ないようにしましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６月２９日(日）後期課程修学旅行（７月３日まで） 

7月８日（火）  

10日（木）・１１日（金）  

１３日（土） 

 

  

１８日（金） 

２２日（火） 

口之島学園閉庁についてお知らせ 

 ７月２５日（日）から８月４日（月） 

○ 「十島村教育研究会」開催のため 

８月１０日（日）から８月１７日（日） 

○ 「十島村リフレッシュウィーク」ため 

 

 

 

 

 

 

 

６月１３日（金）全島の後期課程生合同で,オンライン

(zoom)による「思春期教育」がありました。 

十島村役場保健師の方が立ち会いのもと,昨年度に引き

続き助産師の西原ひとみさんに講話をしていただきました。 

近年ニュースでも耳にする機会の多かった「性的同意」に

ついて，法律や事例をもとにわかりやすく説明をしていただき

ました。同意とは，強制ではなくお互いに心から同じ意見であ

ることはもちろん，一度同意した後でも変えられるということを

教えていただきました。 

「自分の境界線（身体的・感情的・精神的な領域や限界）

を知ること」「明確に伝えること」「他人の境界線を尊重する」

ことが大切だと学びました。 

生徒たちは真剣に話を聞いており，授業後には「同意の意

味を知った。」「まずは自分を大切に，そして同じように相手も

大切にしたい。」という感想が 

聞かれました。 

 

 

 

 

 


